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平成 29 年分

市民税・県民税の
申告と相談

　申告
の
前
に
準
備
を

　申
告
、
相
談
会
場
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要

な
領
収
書
な
ど
の
計
算
を
あ
ら
か

じ
め
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

※税理士会の申告受付コーナーを３月１日（木）～ 3 月９日（金）に市役所 6 階会議室に設置します。

期日 時間 場所
２月６日（火） 9：00～ 13：00 境野公民館
２月９日（金） 9：00～ 13：00 梅田公民館
２月９日（金） 9：00～ 13：00 菱公民館
２月 14日（水） 9：00～ 13：00 広沢公民館
２月 15日（木） 9：00～ 13：00 川内公民館
２月 16日（金） 9：00～ 13：00 相生公民館

２月 16日（金）～３月２日（金） 9：00～ 16：00 新里総合センター
３階第１会議室

２月 19日（月）～３月 15日（木） 9：00～ 16：00 市役所６階会議室
３月１日（木）～３月８日（木） 9：00～ 12：00 黒保根支所１階フロア

対象地区 期日 時間 場所
涌丸下・涌丸上・田沢上 ２月 16日（金） 9：00～ 15：00

黒保根支所１階
フロア

田沢下・田沢中 ２月 19日（月） 9：00～ 15：00
清水 ２月 20日（火） 9：00～ 15：00

柏山上・鹿角・高楢・楡沢 ２月 21日（水） 9：00～ 15：00
柏山下 ２月 22日（木） 9：00～ 15：00

出合原・前田原 ２月 23日（金） 9：00～ 15：00
川口・城・本宿 ２月 26日（月） 9：00～ 15：00
水沼下・八木原 ２月 27日（火） 9：00～ 15：00
水沼上・津久瀬 ２月 28日（水） 9：00～ 15：00

市内全地区対象の申告・相談受付場所（土・日曜日を除く）

黒保根町対象の申告・相談受付場所（土・日曜日を除く）

平成 29 年分

市民税・県民税の
申告と相談

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

け
付
け
は
、
終
了
の
30
分
前
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
混
雑
状

況
に
よ
り
、
受
付
時
間
内
で
も
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
29
年
分
の
市
民
税
お
よ
び
県
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
申

告
と
相
談
は
、
２
月
６
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
の

期
間
で
、
下
の
表
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
市
民
税
担
当
（
☎
内
線
２
２
６
）
、

ま
た
は
新
里
支
所
市
民
生
活
課
（
☎ 

74
２
２
１
２
）
、
黒
保
根

支
所
市
民
生
活
課
（
☎
96
２
１
１
１
）
へ
。
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　老齢年金を受けている人に、１月中旬から下旬
にかけて日本年金機構から「公的年金等の源泉徴
収票」が郵送されます。１月31日までに源泉徴
収票が届かない場合や紛失した場合には、年金証
書を持参のうえ、桐生年金事務所で再発行の手続
きをしてください。
　この源泉徴収票には、平成29年１月から12月
までの１年間に支払われた年金額、源泉徴収され
た税額、控除の内容が記載されています。年金の
ほかに収入があるなどの理由で確定申告をする人
は、この源泉徴収票が必要になりますので、大切
に保管してください。
　なお、遺族年金、障害年金には税金がかかりま
せんので、これらを受給している人には源泉徴収
票は送られません。
　問い合わせは、桐生年金事務所（☎44‐
2311）または市民課年金係（☎内線273）へ。

年金の源泉徴収票を
郵送します

口座振替済通知書を
郵送します
　平成29年分介護保険料口座振替済通知書と後
期高齢者医療保険料口座振替済通知書を、それぞ
れ１月中旬に郵送します。
　この通知書には、平成29年１月から12月まで
に口座振替により納付した各保険料額が記載され
ています。確定申告の際に必要となりますので、
大切に保管してください。
　介護保険料については、長寿支援課介護管理給
付係（☎内線390・391）へ、後期高齢者医療保
険料については、医療保険課保険税係（☎内線
274・275）へお問い合わせください。

申
告
案
内
は
が
き
の
郵
送

　
前
年
の
状
況
に
よ
り
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
、
申
告
案
内

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
各
申
告
会
場
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
用
紙
を
郵
送
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
希
望
す

る
場
合
は
、
税
務
課
市
民
税
担
当

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
人
や
、
給
与
所
得
者
で
年

末
調
整
を
正
し
く
済
ま
せ
た
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
提
出
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
そ

の
他
の
所
得
が
な
い
人
は
、
申
告

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
書
に
は
本
人
お
よ
び
扶

養
親
族
や
事
業
専
従
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　
申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類

（
番
号
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な

ど
）
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
（
写

真
付
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
の

確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
市
役
所
で

は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。
桐
生
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
準
確
定
申
告
（
死
亡
し
た
人
の

申
告
）
を
す
る
人

▼
青
色
申
告
す
る
人

▼
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
の

適
用
を
受
け
る
人

▼
土
地
・
建
物
の
売
却
に
よ
る
収

入
が
あ
っ
た
人

▼
株
式
の
売
却
に
よ
る
収
入
が
あ

っ
た
人

▼
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人

▼
繰
越
控
除
（
純
損
失
・
雑
損

失
）
の
適
用
を
受
け
る
人

▼
先
物
取
引
に
よ
る
収
入
が
あ
っ

た
人

▼
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
（
Ｆ

Ｘ
）
に
よ
る
雑
所
得
が
あ
っ
た
人

▼
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
所
得
が

あ
っ
た
人

▼
山
林
所
得
が
あ
っ
た
人

▼
修
正
・
更
正
の
請
求
を
す
る
人

▼
贈
与
税
・
消
費
税
の
申
告
を
す

る
人

市民税・県民税申告書

桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅
な
ど
で

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
書
面
で
印
刷
し
た
も
の
を
送

付
ま
た
は
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
「e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐T
ax

」
で
送
信

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
初
め
て
「e

‐T
ax

」
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
事
前
準
備
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nta.go.jp/

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
で
の
申
告
と
相
談

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公的年金などの受給者向け
確定申告不要制度のお知らせ
　
　公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下で
あり、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下であるときは、所得税の確定申告書
を提出する必要はありません。ただし、所得税の確定
申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要
な場合があります。
　なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提
出が要件となっている控除（純損失や雑損失の繰越控
除など）の適用を受ける場合は、確定申告書の提出が
必要です。
　また、外国の制度に基づき国外において支払われる
年金など源泉徴収の対象とならない公的年金などを受
給されている人には、この制度は適用されません。
　問い合わせは、桐生税務署（自動音声案内☎22‐
3121）へ。

し
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
ご

自
身
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
申

告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

場
所
＝
桐
生
税
務
署
（
末
広
町
）

期
間
＝
２
月
16
日
（
金
）
～
３
月

15
日
（
木
）
※
土
、
日
、
祝
日
を

除
く

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
）

　
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要

し
ま
す
。
複
雑
な
内
容
の
場
合
に

は
、
午
後
３
時
頃
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
が
午
後
５
時
を

過
ぎ
る
場
合
に
は
、
再
度
お
越
し

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
税
務
署

（
自
動
音
声
案
内
☎
22
３
１
２
１
）

へ
。

　仕事などで平日なかなか税務署に行くことができな
い人の確定申告を、税理士が無料でサポートいたしま
す。複雑な相談には、有料での対応になる場合や、会
場で対応できない場合もあります。
　完全予約制ですのでご注意ください。
期日＝２月 10日（土）
時間＝午前 10時～午後４時
場所＝市民文化会館第２会議研修室
募集人数＝ 20人（先着順）
申し込み＝１月 10 日（水）から（午前 10 時～午後
４時）、電話で関東信越税理士会桐生支部事務局（石
原会計事務所内、☎ 52‐ 2677）へ。

関東信越税理士会桐生支部
休日無料税務相談会

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
、
病
気
な
ど
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て

い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う

と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
加
入
の
届
け
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
民

課
（
市
役
所
１
階
、
〒
３
７
６

‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
20
歳
到
達
時
点
で
、

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
加

入
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
人
は
、
手
続
き
不
要

で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年

金
係
（
☎
内
線
２
７
３
）
ま

た
は
桐
生
年
金
事
務
所
（
☎

44
２
３
１
１
）
へ
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
加
入
の

手
続
き
を

キノピー
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